








要約:障害児の保健・医療・福祉の包括化に対して児童相談所が果たすべき役割について、

仙台市児童相談所のやや特殊な状況を分析し、次に全国の児童相談所の取り組みについて

調査した上で、最終的に今後のあり方を提言していくことを目的とする。初年度は、仙台

市児童相談所が仙台市の障害児に対する相談・療育の流れの中である程度コントロールタ

ワー的な役割を果たしていることについて、仙台市独自の取り組みの歴史・政令指定都市

のメリット・常勤医師の配置、の 3点で分析した。


